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1.緒言 

遷移金属酸化物CoOの反強磁性擬正方晶相に磁場を印加すると結晶学的バリアントの再配列が生

じ、その再配列条件は磁気的せん断応力magおよび双晶変形応力reqを用いてmag > reqと表わされ

ることが示された[1]。そこで定常磁場およびパルス強磁場を用いて再配列挙動をその場観察する

ことにより、上述した再配列条件が成り立つことを確かめることにする。 

 

2.実験方法 

CoO単結晶を FZ法で作製し、Arガス雰囲気中において 1773Kで 48h熱処理を施した。単結晶を

用いた磁化測定および単結晶の一部を粉砕して行った粉末 X 線回折の結果より、試料が 290K に

て常磁性立方晶から反強磁性擬正方晶へ相転移を示すこ

とを確認した。さらに得られた磁化率および格子定数よ

りmagを求めた。reqは圧縮試験により求めた。また、こ

の単結晶に対して 100K および 225K において、[001]c(c

は立方晶を示す)ならびに[110] c方向にそれぞれ 12Tおよ

び 23T までのパルス磁場を印加しながら試料表面の双晶

組織の光学顕微鏡観察を行った。 

 

3.結果 

磁化曲線および応力－歪曲線より求めたmagおよびreqを図 1に示す。図から分かるように、[100]c

ならびに[110]c方向にそれぞれ 12Tおよび 23Tのパルス磁場を印加した場合にいずれもmag>reqを

満たしており、バリアント再配列が生じると予想される。磁場中光顕観察の結果、これらすべて

の条件において、実際に再配列挙動が起きることが確認され、パルス強磁場を印加した場合にお

いてもバリアント再配列条件mag>reqを満たした場合に再配列が生じることが確かめられた。 
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 図 1 CoO のmagおよびreqの温度依存性 
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